
シーズン後半戦がスタート！

不完全燃焼のまま終えた予選だが、ポイントは獲得！
次戦に向け新たな課題も見えた富士ラウンド。

『練習走行から天候の変化が大きく、ドライであまり
走り込めないまま予選を迎え、少しタイヤの内圧を合
わせることが出来ず結果は11位になってしまいました。

決勝もドライ路面でスタートし、色々なクルマとバト
ルをし最終的には10位でなんとかポイントを獲ること
が出来ました。

前回のオートポリスの結果からすると良くなかったで
すが、今回のレースを通じてまた新たな発見があった
ので、次回からはまた頑張ります。

応援ありがとうございました！』

雨を期待するも、
ドライでの戦いに

Rd.５ ＠富士スピードウェイ

蒲生尚弥



「今回の富士は、チームに無理を言って水曜日から
走行させて頂きました。

今まで以上にセッティングも進み、多少なりとも手
ごたえを感じた部分もありましたが、それをうまくタイムアップに
繋げる事が出来ず、結果的に決勝レースでは順位を落とす形となってしまいました。

もっと運転の仕方とマシンのバランスをうまくすり合わせないといけません。
蒲生選手にいろいろ教えて頂きながら、
ポジションアップを目指して精進して参ります。

今回も皆さまのご声援ありがとうございました！」

result

Rd.５
富士スピードウェイ

蒲生選手
■予選：11位
■決勝：10位

坂選手
■予選：23位
■決勝：26位

坂 選手



今シーズンもトヨタ校の学生と共に戦います！

上川 晴生くん （３年） 児嶋 初紀くん （３年）

私はモータースポーツに興味があり、86/BRZレースのメカニック体
験が出来ると聞き、参加させて頂きました。他のメカニック体験より
車両整備作業に携わることが多いと説明があったので、期待に胸が膨
らむ一方で、チームの皆様に迷惑をかけてしまわないかとても心配で
した。

初日、如何に自分が妥協し甘えた生活を送ってきたのかを身に染みて
感じました。柚山さんに叱咤された際は言葉が心にストンと落ち、作
業の取り組み姿勢、物事の考え方を変えるきっかけになりました。自
分に対して真剣に向き合って下さりありがとうございました。

二日目、専有走行日から本格的に車両に触れ、くもり止めやタイヤ交
換などの作業を手伝うことが出来ました。授業と勝手が違うことばか
りでしたが、エンジニアの方やドライバーの方に優しく接して頂き、
緊張も少しずつほぐれた気がしました。

三日目、専有走行日ではピット作業でハブナットの増し締めを担当し、
走行後は予選に向けてオイル系の交換やエア抜き作業を実施しました。
作業をテキパキこなすエンジニアの方の姿はとても格好良く、自分も
販売店に就職し現場で働いてみたいと思いました。

予選は11位・23位、決勝は10位・26位という結果で終わり、レース
の厳しさを学びました。また、他のカテゴリーとは異なり車のメンテ
ナンスをテントで行う為、ファンとの距離が近く、一緒に盛り上げて
いこうとする会場の雰囲気には驚きました。

この度は貴重な体験をさせて頂きありがとうございました。
六日間で学んだ事を、これからの人生に生かしていきたいと思います。

私はレースにとても興味があり、学校でこの話を聞いた時、是非行きた
いと思い参加させて頂きました。

初日は、車両を整備しているときの緊張感やピット内の雰囲気など慣れ
ないことが多く戸惑いもありましたが、少しずつ慣れてくるとどんどん
楽しくなっていきました。

また、驚くことも多く、有名なドライバーの方が挨拶をして下さったり、
同じ机を挟んで昼食をとったり、驚きの連続でした。
さらに、今までサーキットのコース内を走行していた車両のホイールの
熱さ、ホイールに付いたタイヤかすの多さや、手袋をしていても持てな
いくらい熱いホイールナットなどにも衝撃を受けました。
でも、その車両自体はナンバーが付いていて、ボディのラッピングと
ロールケージ以外はほとんど市販されている車と変わらないことにも衝
撃を受けました。
これらの事は行ってみないと分からなかったことだと思うので、今回こ
のような機会に参加させてもらうことが出来て良かったと思いました。

そして、学校ではあまり出来ないマニュアルトランスミッションオイル、
ディファレンシャルオイルの交換などが出来て、とても勉強になりまし
た。銀マットを敷いて寝転んだ状態で行う作業であっても、まず学校で
はしない作業姿勢だったので、工具にうまく力が入らなかったり、ド
レーンボルトを外すのに失敗してオイルが手にかかったり、苦労した事
もありましたがとても良い経験になりました。

この度はこのような機会をつくって下さり、ありがとうございました。












